
 

令和８年度理学療法士等修学資金の貸与申請に係る応募区分等申告表 

申 請 者 の 氏 名  

応募する募集区分 

該当する区分の□に「✓」を入れてください。該当する区分が、区分

Ａであるときは、高等学校卒業時の府内市町村名を記載して下さい。 

□ 区分Ａ 高等学校卒業時の住所が京都府内 

(高等学校卒業時の府内市町村名          ) 

 

□ 区分Ｂ 高等学校卒業時の住所が京都府外 

在学している養成

施設等の区分 

該当する区分の□に「✓」を入れてください。 

□ 理学療法士   □ 作業療法士   □ 言語聴覚士 

理学療法士等修学

資金に係る中丹地

域・丹後地域での

就 業 の 誓 約 書 

該当する区分の□に「✓」を入れてください。 

□ 提出する    □ 提出しない   

 

【 郵送前に確認してください 】 

１ 提出書類に漏れがないかどうか。 

（提出書類） 

□ 理学療法士等修学資金貸与申請に係る応募区分等申告表 

□ 理学療法士等修学資金貸与申請書（両面） 

□ 養成施設等の在学証明書兼推薦書 

□ 申請者の住民票の写し 

□ 理学療法士等修学資金貸与申請書に押印した連帯保証人の印鑑に係る印鑑登録証明書 

□ 所得証明書等の提出誓約書兼所得・財産調査等の同意書 

□ 丹後地域・中丹地域での就業の誓約書（※該当者のみ） 

 

２ 次の提出書類の記入等に関し特に誤りが多い事項について確認してください。 

(1) 理学療法士等修学資金貸与申請書 

□ 申請者の住所欄に、住民票記載の住所を記入しているかどうか。 

□ 連帯保証人が押印している印鑑が、いわゆる実印であるかどうか。 

□ 裏面の記入・押印が漏れていないかどうか。 

(2) 所得証明書等の提出誓約書兼所得・財産調査等の同意書 

□ 申請者の住所欄に、住民票記載の住所を記入しているかどうか。 

□ 連帯保証人が押印している印鑑が、いわゆる実印であるかどうか。 

 


